
(57)【要約】

【課題】高圧測定が可能で、かつ製造工程を簡素化する

ことのできる圧力センサを提供する。

【解決手段】（１００）面からエッチング処理に伴って

開口部及び薄肉のダイアフラム部２が形成されてなる半

導体基板１を圧力導入孔２０ａを有するガラス台座（ガ

ラス基板）２０上に配設し、半導体基板１とガラス台座

２０とを陽極接合法によって接合する。半導体基板１の

ガラス台座２０との接合面３ａの幅Ｌ４（Ａ）とし、ダ

イアフラム部２の略中心から前記開口部の端部までの長

さをＬ５（Ｂ）とした場合に、Ｌ４とＬ５との比Ｌ４／

Ｌ５が、０．２≦Ｌ４／Ｌ５≦０．５になるように設定

される。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ １ ０ ０ ） 面 か ら の エ ッ チ ン グ 処 理 に 伴 っ て 開 口 部 及 び 薄 肉 の ダ イ ア フ ラ ム 部 が 形 成 さ れ
て な る 半 導 体 基 板 を 圧 力 導 入 孔 を 有 す る ガ ラ ス 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 半 導 体 基 板 と 前 記 ガ
ラ ス 基 板 と を 陽 極 接 合 法 に よ っ て 接 合 し て な る 圧 力 セ ン サ で あ っ て 、
前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 ガ ラ ス 基 板 と の 接 合 面 の 幅 を Ａ と し 、 前 記 ダ イ ア フ ラ ム 部 の 略 中 心
か ら 前 記 開 口 部 の 端 部 ま で の 長 さ を Ｂ と し た 場 合 に 、 Ａ と Ｂ と の 比 Ａ ／ Ｂ が 、
０ ． ２ ≦ Ａ ／ Ｂ ≦ ０ ． ５
に な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 圧 力 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 接 合 面 近 傍 の 内 壁 に 曲 面 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 圧 力 セ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 基 板 の ダ イ ア フ ラ ム 部 に 複 数 の 歪 み ゲ ー ジ を ブ リ ッ ジ 状 に 形 成 し 、 ダ イ
ア フ ラ ム 部 が 受 け る 圧 力 を 電 気 信 号 と し て 出 力 す る こ と で 圧 力 を 検 出 す る 半 導 体 式 圧 力 セ
ン サ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 半 導 体 式 圧 力 セ ン サ に あ っ て は 、 例 え ば 肉 薄 の ダ イ ア フ ラ ム 部 と 、 こ の ダ
イ ア フ ラ ム 部 の 外 側 周 囲 に 形 成 さ れ る 肉 厚 の 支 持 部 と を 有 す る 半 導 体 基 板 を 備 え 、 前 記 ダ
イ ア フ ラ ム 部 に ピ エ ゾ 抵 抗 素 子 か ら な る 歪 み ゲ ー ジ を 形 成 し 、 前 記 ダ イ ア フ ラ ム 部 が 受 け
る 圧 力 に よ っ て 歪 み ゲ ー ジ に 歪 み を 発 生 さ せ 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ の ピ エ ゾ 抵 抗 効 果 に よ る 抵
抗 値 の 変 化 を ブ リ ッ ジ 回 路 の 電 圧 変 化 と し て 取 り 出 し て 圧 力 の 値 を 検 出 す る セ ン サ 素 子 を
備 え る も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 セ ン サ 素 子 と 、 前 記 ダ イ ア フ ラ ム 部 に 圧 力 を 伝 達 す る た め
の 圧 力 導 入 孔 部 を 備 え た ガ ラ ス 台 座 （ ガ ラ ス 基 板 ） と を 陽 極 接 合 法 に よ っ て 接 合 し 、 前 記
ガ ラ ス 台 座 を 金 属 製 の ベ ー ス 板 上 に 低 融 点 ガ ラ ス を 介 し て 固 定 す る 構 造 が 一 般 的 で あ る 。
ま た 、 陽 極 接 合 に よ る 前 記 セ ン サ 素 子 と 前 記 ガ ラ ス 台 座 と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る た め に
、 前 記 セ ン サ 素 子 の 前 記 支 持 部 の 前 記 ガ ラ ス 台 座 と の 接 合 面 に ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 層 を
形 成 し 、 両 部 材 の 接 合 強 度 を 高 め る も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ８ ７ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ４ ６ ０ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
か か る 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 セ ン サ 素 子 の 前 記 支 持 部 に 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 し 、 前 記
ガ ラ ス 台 座 と の 強 固 な 接 合 を 得 て 高 圧 測 定 用 と し て 用 い ら れ る も の で あ る が 、 前 記 圧 力 セ
ン サ の 製 造 工 程 に お い て 、 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 の 形 成 工 程 が 必 要 と な る こ と か ら 製 造 工 程
が 煩 雑 と な り 、 ま た 前 記 圧 力 セ ン サ の 製 造 コ ス ト が 高 く な っ て し ま う と い っ た 問 題 点 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 前 述 し た 問 題 点 に 着 目 し 、 高 圧 測 定 が 可 能 で 、 か つ 製 造 工 程 を 簡 素 化 す る こ と の
で き る 圧 力 セ ン サ を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 力 セ ン サ の よ う に 、 （ １ ０ ０ ）
面 か ら の エ ッ チ ン グ 処 理 に 伴 っ て 開 口 部 及 び 薄 肉 の ダ イ ア フ ラ ム 部 が 形 成 さ れ て な る 半 導
体 基 板 を 圧 力 導 入 孔 を 有 す る ガ ラ ス 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 半 導 体 基 板 と 前 記 ガ ラ ス 基 板 と
を 陽 極 接 合 法 に よ っ て 接 合 し て な る 圧 力 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 ガ ラ ス 基
板 と の 接 合 面 の 幅 を Ａ と し 、 前 記 ダ イ ア フ ラ ム 部 の 略 中 心 か ら 前 記 開 口 部 の 端 部 ま で の 長
さ を Ｂ と し た 場 合 に 、 Ａ と Ｂ と の 比 Ａ ／ Ｂ が 、 ０ ． ２ ≦ Ａ ／ Ｂ ≦ ０ ． ５ に な る よ う に 設 定
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 力 セ ン サ に お い て 、 前 記 半 導 体 基 板 の 前 記 接 合 面 近
傍 の 内 壁 に 曲 面 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 圧 力 セ ン サ の 構 造 を 説 明 す る 。 １ は 例 え ば 軸 方 位 ＜ １ ０ ０ ＞ の 図 示 し
な い シ リ コ ン ウ エ ハ を 一 辺 が ２ ． ２ ｍ ｍ の 正 方 形 に 切 断 し て な る 単 結 晶 シ リ コ ン か ら な る
ｎ 型 の 半 導 体 基 板 で あ り 、 こ の 半 導 体 基 板 １ は 、 （ １ ０ ０ ） 面 か ら の エ ッ チ ン グ 処 理 に よ
っ て 肉 薄 状 に 形 成 さ れ る ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ と 、 こ の ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 周 囲 に 一 体 形 成 さ
れ る 肉 厚 状 か ら な る 支 持 部 ３ と を 有 し て い る 。 な お 本 実 施 形 態 の 場 合 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２
の 厚 さ は ６ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 大 き さ は １ 辺 が １ ． ３ ｍ ｍ の 正 方 形 に 設
定 さ れ て い る 。 こ の ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ 内 の 支 持 部 ３ 側 に ピ エ ゾ 抵 抗 素 子 か ら な る ４ つ の 歪
み ゲ ー ジ ４ （ ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ ， ４ ｄ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ ら 歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ は 低 抵 抗 体 か ら な る 複 数 の リ ー ド 部 ５ に よ っ て 電 気 的 に 接 続
さ れ 、 各 リ ー ド 部 ５ と 歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ に よ っ て ブ リ ッ ジ 回 路 ６ が 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 ７ は 熱 酸 化 法 に よ り 半 導 体 基 板 １ の 表 面 に 形 成 さ れ て い る 二 酸 化 珪 素 （ Ｓ ｉ Ｏ ↓ ２
） か ら な る 熱 酸 化 膜 、 ８ は 水 分 や ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ ） 等 の 外 部 か ら の 汚 染 か ら 熱 酸 化 膜 ７
を 保 護 す る シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 熱 酸 化 膜 ７ 、 シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 ８ に は 、 各 リ ー ド 部 ５ 同 士 の 各 接 合 部 ９ （
９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ ， ９ ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ が 形 成 さ れ る と と も に
、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ の 形 成 箇 所 に ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 導 電 材 料 か ら な る 電 極 部 １ １
が 形 成 さ れ 、 こ の 電 極 部 １ １ を 外 方 に 延 長 形 成 す る こ と で ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 部 １ ２ が 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
か か る 構 成 の 半 導 体 式 圧 力 セ ン サ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ブ リ ッ ジ 回 路 ６ の 接 合 部 ９ ａ ，
９ ｂ と な る ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ ２ に ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ に よ り 接 続 さ れ る ボ ン デ ィ ン グ
ワ イ ヤ １ ３ を 介 し 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ を 印 加 す る こ と に よ り 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 表 裏 の 圧 力
差 に よ っ て 生 じ る 歪 み を 各 歪 み ゲ ー ジ ４ の 変 化 に 応 じ た 出 力 電 圧 Ｖ ｏ と し て 、 ブ リ ッ ジ 回
路 ６ の 接 合 部 ９ ｃ ， ９ ｄ と な る ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ ２ か ら ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ３ を 介
し 外 部 に 取 り 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 方 、 半 導 体 基 板 １ の 裏 面 側 に は 、 半 導 体 基 板 １ に お け る 支 持 部 ３ の 接 合 面 ３ ａ と 陽 極 接
合 に よ り 接 合 さ れ る ガ ラ ス 台 座 ２ ０ を 備 え て い る 。 ガ ラ ス 台 座 ２ ０ は 、 例 え ば ア ル ミ ノ ホ
ウ ケ イ 酸 ガ ラ ス か ら な り 、 半 導 体 基 板 １ と 略 同 等 に 一 辺 の 長 さ が ２ ． ２ ｍ ｍ の 正 方 形 形 状
を な し て い る 。 半 導 体 基 板 １ は 、 半 導 体 基 板 １ の ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ に 対 応 す る 略 中 央 に 圧
力 導 入 孔 ２ ０ ａ が 切 削 法 や サ ン ド ブ ラ ス ト 法 あ る い は 超 音 波 法 等 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 用 い て 圧 力 セ ン サ の 構 造 を 更 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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圧 力 セ ン サ は 、 一 辺 の 長 さ Ｌ １ が ２ ． ２ ｍ ｍ の 正 方 形 で 、 厚 さ Ｗ １ が １ ５ ０ ～ ２ ２ ０ μ ｍ
の ｎ 型 半 導 体 基 板 １ を 用 い 、 支 持 部 ３ を 残 す よ う に 水 酸 化 カ リ ウ ム （ Ｋ Ｏ Ｈ ） 等 の ア ル カ
リ エ ッ チ ン グ 液 に 所 定 時 間 浸 し て な る 異 方 性 エ ッ チ ン グ に よ り 厚 さ Ｗ ２ が ８ ０ ～ １ ２ ０ μ
ｍ 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 一 辺 の 長 さ Ｌ ２ が １ ． ２ ～ １ ． ３ ｍ ｍ の 肉 薄 状 の ダ イ ア フ ラ ム 部
２ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 半 導 体 基 板 １ は 、 半 導 体 基 板 １ の 幅 方 向 の 略 中 心 Ｐ で あ り 、 か
つ ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 幅 方 向 の 略 中 心 Ｐ を 基 準 と し て 一 辺 の 長 さ Ｌ ２ が １ ． ２ ～ １ ． ３ ｍ
ｍ か ら な る ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ が 得 ら れ る よ う に 、 開 口 部 の 幅 Ｌ ３ を １ ． ３ ３ ｍ ｍ に 設 定 し
、 異 方 性 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と で 、 支 持 部 ３ の ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と の 接 合 面 ３ ａ の 幅 （ 幅 方
向 の 長 さ ） Ｌ ４ （ Ａ ） を ０ ． ４ ４ ｍ ｍ （ 小 数 点 以 下 ３ 桁 を 四 捨 五 入 ） と す る こ と が で き る
（ 図 ５ （ ａ ） ） 。 尚 、 半 導 体 基 板 １ の 厚 さ Ｗ １ は 、 ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と の 接 合 強 度 及 び 圧 力
セ ン サ の 出 力 特 性 の ば ら つ き を 考 慮 す る と 、 １ ３ ５ ～ ２ １ ５ μ ｍ の も の を 用 い る こ と が 望
ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
半 導 体 基 板 １ は 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ と 支 持 部 ３ と の 境 界 部 １ ４ に 対 応 す る 半 導 体 基 板 １ の
エ ッ チ ン グ 面 側 に 形 成 さ れ る 角 部 １ ５ （ 図 ５ （ ａ ） 参 照 ） と 、 支 持 部 ３ の ガ ラ ス 台 座 ２ ０
と の 接 合 面 ３ ａ の 近 傍 の 内 壁 １ ６ と を 除 去 す る 処 理 が な さ れ る 。 半 導 体 基 板 １ は 、 六 フ ッ
化 硫 黄 と 水 素 の 混 合 ガ ス を 用 い て プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 法 か ら な る 等 方 性 エ ッ チ ン グ に よ り
、 角 部 １ ５ が 丸 ま り 曲 面 部 １ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 支 持 部 ３ の 接 合 面 ３ ａ の 近 傍 の 内
壁 １ ６ に 曲 面 部 １ ８ が 形 成 さ れ る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ， 図 ５ （ ｂ ） 参 照 ） 。 尚 、 前 述 の 等 方 性
エ ッ チ ン グ 後 に お け る ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 厚 さ Ｗ ２ は 、 ６ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
半 導 体 基 板 １ は 、 酸 化 炉 に 投 入 さ れ 表 裏 面 に 熱 酸 化 膜 ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 図 示 は さ れ て い な い が 前 記 異 方 性 、 等 方 性 エ ッ チ ン グ 時
に は 、 半 導 体 基 板 １ 表 面 及 び 支 持 部 ３ の 背 面 に 熱 酸 化 膜 ７ 、 シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 ８ が
重 ね て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 等 方 性 エ ッ チ ン グ 後 に 熱 酸 化 膜 ７ 、 シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜
８ が 除 去 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
半 導 体 基 板 １ は 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ に お い て 、 各 歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ の 形 成 箇 所 に 対 応
す る 表 面 の 熱 酸 化 膜 ７ が 除 去 さ れ 、 ボ ロ ン 等 の ｐ 型 の 半 導 体 材 料 を 用 い て 熱 拡 散 に よ り ダ
イ ア フ ラ ム 部 ２ 内 の 所 定 位 置 に 各 歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ が 形 成 さ れ 、 再 び 、 各 歪 み ゲ ー ジ
４ ａ ～ ４ ｄ の 形 成 部 分 に 熱 酸 化 膜 ７ が 形 成 さ れ る （ 図 ５ （ ｃ ） 参 照 ） 。 半 導 体 基 板 １ は 、
各 歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ を 図 １ 及 び 図 ４ で 示 す ブ リ ッ ジ 回 路 ６ 状 に す る た め 、 例 え ば 、 各
歪 み ゲ ー ジ ４ ａ ～ ４ ｄ の 両 端 か ら 所 定 パ タ ー ン で 熱 酸 化 膜 ７ が 除 去 さ れ 、 各 歪 み ゲ ー ジ ４
ａ ～ ４ ｄ よ り も 濃 度 が 高 い ボ ロ ン 等 の ｐ 型 の 半 導 体 材 料 を 用 い 、 熱 拡 散 に よ り 各 リ ー ド 部
５ が 形 成 さ れ る こ と で ブ リ ッ ジ 回 路 ６ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
半 導 体 基 板 １ の 各 リ ー ド 部 ５ に よ り 形 成 さ れ る 各 接 合 部 ９ ａ ～ ９ ｄ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ０ ， 電 極 部 １ １ 及 び ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ ２ が 形 成 で き る よ う な 接 合 部 形 状 に 形 成 さ れ
る 。 そ し て 、 ブ リ ッ ジ 回 路 ６ が 形 成 さ れ た 半 導 体 基 板 １ は 、 半 導 体 基 板 １ の 表 面 の 熱 酸 化
膜 ７ 上 に シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 ８ が 形 成 さ れ る （ 図 ５ （ ｄ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
半 導 体 基 板 １ は 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ に お い て 、 各 接 合 部 ９ ａ ～ ９ ｄ の 形 成 箇 所 に 対 応 す る
シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 ８ を プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 法 等 に よ り 除 去 さ れ 、 こ の シ リ コ ン ナ イ
ト ラ イ ド 膜 ８ を 除 去 し た 部 分 の 熱 酸 化 膜 ７ が フ ッ 酸 混 合 液 等 を 用 い て 除 去 さ れ る 。 従 っ て
半 導 体 基 板 １ は 、 シ リ コ ン ナ イ ト ラ イ ド 膜 ８ か ら 熱 酸 化 膜 ７ を 介 し 各 接 合 部 ９ ａ ～ ９ ｄ に
達 す る 各 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ が 形 成 さ れ る （ 図 ５ （ ｅ ） 参 照 ） 。 こ の 場 合 、 熱 酸 化 膜 ７
の 除 去 に よ り 半 導 体 基 板 １ の 背 面 側 に 形 成 さ れ る 熱 酸 化 膜 ７ は 除 去 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
半 導 体 基 板 １ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ の 形 成 位 置 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 か ら な る 導 電 部 材
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が 蒸 着 や ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 の 手 段 に よ っ て 電 極 部 １ １ 及 び ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ ２ が 形
成 さ れ る （ 図 ５ （ ｆ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 半 導 体 基 板 １ を ガ ラ ス 台 座 ２ ０ に 配 設 し 、 半 導 体 基 板 １ 側 を 陽 極 と し 、 ガ ラ ス 台
座 ２ ０ 側 を 陰 極 と し 、 所 定 の 直 流 電 圧 を 印 加 す る 陽 極 接 合 法 に よ り ガ ラ ス 台 座 ２ ０ 上 に 半
導 体 基 板 １ を 固 定 す る こ と で 圧 力 セ ン サ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
尚 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ３ に よ っ て 図 示
し な い 外 部 回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
か か る 圧 力 セ ン サ は 、 検 出 精 度 が 高 く か つ 調 整 の 容 易 性 を 考 慮 す る と 、 圧 力 セ ン サ の フ ル
ス ケ ー ル 電 圧 （ 出 力 電 圧 ） の 温 度 特 性 に お け る 直 線 性 が 最 も 良 く な る た め に は 、 図 ６ に 示
す よ う に 各 歪 み ゲ ー ジ ４ （ ４ ａ ～ ４ ｄ ） の 略 中 心 Ｑ と ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中 心 Ｐ と の 距
離 を Ｘ 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ と 支 持 部 ３ と の 境 界 部 １ ４ と ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中 心 Ｐ と の
距 離 を Ｒ と し た と き の Ｘ と Ｒ と の 比 Ｘ ／ Ｒ が ０ ． ９ ３ か ら ０ ． ９ ８ と な る よ う に ダ イ ア フ
ラ ム 部 ２ に 歪 ゲ ー ジ ４ を 配 設 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の こ と は 、 本 願 出 願 人 に よ っ て 特 願
２ ０ ０ ２ － ２ ８ ５ ６ ０ ４ 号 に て 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ７ は 、 支 持 部 ３ の ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と の 接 合 面 ３ ａ の 幅 Ｌ ４ と 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中
心 Ｐ か ら 開 口 部 の 端 部 ま で の 長 さ Ｌ ５ （ Ｂ ） と の 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ と 、 半 導 体 基 板 １ と ガ ラ ス
台 座 ２ ０ と の 接 合 強 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 ガ ラ ス 台 座 ２ ０ の 圧 力 導 入 孔 ２ ０ ａ の 孔
径 を ０ ． ８ ｍ ｍ と し 、 こ の 圧 力 導 入 孔 ２ ０ ａ か ら 圧 力 を ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 裏 面 側 か ら 印
加 し て 、 半 導 体 基 板 １ が ガ ラ ス 台 座 ２ ０ か ら 剥 が れ る 方 向 に 前 記 圧 力 が 作 用 す る 場 合 の 強
度 を 示 す も の で あ る 。 図 ６ を 用 い て 説 明 し た こ と を 前 提 と し 、 厚 さ Ｗ １ が １ ５ ０ μ ｍ の 半
導 体 基 板 １ を 用 い た 場 合 の 圧 力 セ ン サ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ が 「 ５ 」 と な る
付 近 で 破 壊 強 度 が ほ ぼ 一 定 と な る た め 、 こ の 付 近 の 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ の も の を 用 い る こ と が 望
ま し い が 、 接 合 面 ３ ａ の 幅 Ｌ ４ の 寸 法 を 大 き く し 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ を 「 ５ 」 に 近 づ け る と 、 半
導 体 基 板 １ が 大 型 化 す る こ と な り 、 シ リ コ ン ウ エ ハ か ら の 半 導 体 基 板 １ の 取 り 数 が 減 少 し
、 大 幅 な 製 造 コ ス ト の ア ッ プ に つ な が る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
よ っ て 、 半 導 体 基 板 １ の サ イ ズ を 変 更 せ ず 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 一 辺 の 長 さ Ｌ ２ を １ ． ２
～ １ ． ３ ｍ ｍ と し 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 厚 さ Ｗ ２ を ６ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ と す る と 、 各 歪 み ゲ
ー ジ ４ （ ４ ａ ～ ４ ｄ ） の 略 中 心 Ｑ と ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中 心 Ｐ と の 距 離 を Ｘ 、 ダ イ ア フ
ラ ム 部 ２ と 支 持 部 ３ と の 境 界 部 １ ４ と ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中 心 Ｐ と の 距 離 を Ｒ と し た と
き の Ｘ と Ｒ と の 比 Ｘ ／ Ｒ を ０ ． ９ ３ か ら ０ ． ９ ８ と す る 為 に は 、 開 口 部 の 幅 Ｌ ３ を １ ． ３
３ ｍ ｍ と し て 設 定 し 異 方 性 エ ッ チ ン グ す る こ と で 、 支 持 部 ３ の ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と の 接 合 面
３ ａ の 幅 Ｌ ４ と 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 略 中 心 Ｐ か ら 開 口 部 の 端 部 ま で の 長 さ Ｌ ５ （ Ｂ ） と
の 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ を ０ ． ２ ～ ０ ． ５ の 範 囲 と す る こ と が 可 能 と な る 。 尚 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２
の 一 辺 の 長 さ Ｌ ２ は 、 圧 力 セ ン サ の 定 格 圧 力 と 設 計 上 の ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の 破 壊 強 度 と の
関 係 を 示 す 安 全 率 や 、 圧 力 セ ン サ の 出 力 電 圧 の フ ル ス ケ ー ル 電 圧 の 直 線 性 等 を 考 慮 し 、 １
． ２ ～ １ ． ３ ｍ ｍ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
尚 、 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ が ０ ． ２ ～ ０ ． ５ を 用 い た 圧 力 セ ン サ が ２ ０ ０ ０ ｋ ｐ ａ 以 上 の 高 圧 に 耐
え う る こ と は 、 図 ７ か ら も 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
か か る 圧 力 セ ン サ は 、 （ １ ０ ０ ） 面 か ら の エ ッ チ ン グ 処 理 に 伴 っ て 開 口 部 及 び 薄 肉 の ダ イ
ア フ ラ ム 部 ２ が 形 成 さ れ て な る 半 導 体 基 板 １ を 圧 力 導 入 孔 ２ ０ ａ を 有 す る ガ ラ ス 台 座 ２ ０
上 に 配 設 し 、 前 記 接 合 面 ３ ａ と ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と を 陽 極 接 合 法 に よ っ て 接 合 す る も の で あ
り 、 半 導 体 基 板 １ の ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と の 接 合 面 ３ ａ の 幅 を Ｌ ４ と し 、 ダ イ ア フ ラ ム 部 ２ の
略 中 心 Ｐ か ら 開 口 部 の 端 部 ま で の 長 さ を Ｌ ５ と し た 場 合 に 、 Ｌ ４ と Ｌ ５ と の 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５
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が 、 ０ ． ２ ≦ Ｌ ４ ／ Ｌ ５ ≦ ０ ． ５ に な る よ う に 設 定 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 従 来 の よ
う な 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る た め の 専 用 の 工 程 を 必 要 と す る こ と な く 、 比 Ｌ ４ ／ Ｌ ５ の 設 定
の み で 高 圧 測 定 に 耐 え う る 圧 力 セ ン サ を 得 る こ と が で き る た め 、 製 造 工 程 を 簡 素 化 す る こ
と が 可 能 と な り 、 ま た 、 製 造 工 程 の 簡 素 化 に 伴 い 圧 力 セ ン サ の 製 造 コ ス ト も 低 減 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 圧 力 セ ン サ は 、 半 導 体 基 板 １ の 接 合 面 ３ ａ の 近 傍 の 内 壁 １ ６ に 曲 面 部 １ ８ を 形 成 す
る も の で あ り 、 ガ ラ ス 台 座 ２ ０ の 圧 力 導 入 孔 ２ ０ ａ か ら 導 入 さ れ る 圧 力 に よ る 半 導 体 基 板
１ の 剥 が し 方 向 に 作 用 す る 応 力 、 即 ち ガ ラ ス 台 座 ２ ０ と 接 合 面 ３ ａ に 作 用 す る 前 記 応 力 を
曲 面 部 １ ８ に よ っ て 分 散 さ せ る こ と が で き 、 接 合 強 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 （ １ ０ ０ ） 面 か ら の エ ッ チ ン グ 処 理 に 伴 っ て 開 口 部 及 び 薄 肉 の ダ イ ア フ ラ ム 部
が 形 成 さ れ て な る 半 導 体 基 板 を 圧 力 導 入 孔 を 有 す る ガ ラ ス 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 半 導 体 基
板 と 前 記 ガ ラ ス 基 板 と を 陽 極 接 合 法 に よ っ て 接 合 し て な る 圧 力 セ ン サ に 関 し 、 　 高 圧 測 定
が 可 能 で 、 か つ 製 造 工 程 を 簡 素 化 す る こ と の で き る 圧 力 セ ン サ を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 圧 力 セ ン サ を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 同 上 圧 力 セ ン サ の 製 造 工 程 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 同 上 圧 力 セ ン サ の 出 力 特 性 を 説 明 す る 図 。
【 図 ７ 】 同 上 圧 力 セ ン サ の 接 合 強 度 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 半 導 体 基 板
２ 　 　 ダ イ ア フ ラ ム 部
３ 　 　 支 持 部
３ ａ 　 　 接 合 面
１ ６ 　 　 内 壁
１ ８ 　 　 曲 面 部
２ ０ 　 　 ガ ラ ス 台 座 （ ガ ラ ス 基 板 ）
２ ０ ａ 　 圧 力 導 入 孔
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